
１．目的と方針 

長期間かつ多くの関係者が絡むプロジェクトを適切に進めていくためには、計画・設計・施工に至る

様々な段階で、立ち戻ることのできる“計画の柱”をまとめておくことが重要です。 

そこで、基本設計と並行し、リニア駅前の考え方や目指す空間像を、地域の人々や多くの関係者・関

係機関と共有するための資料として、『（仮称）リニア駅前空間デザインノート』を作成します。 

本資料は、市民向けのパンフレットにもなり、また、関係機関や将来の設計者・施工者などへの説明

資料・意思伝達資料としての役割を担い、基本設計の概要版になるものです。そのため、模型写真やパ

ースなどビジュアルに配慮した資料に加え、できるだけ専門用語を用いない説明により、コンパクトで

ありながら、計画の考え方をきちんと伝えられる資料とします。 

また、内容については、市民ワークショップ・学識者専門委員会・リニア駅周辺整備デザイン会議で

の議論の内容や意見を反映し、市民との協働によるリニア駅前の計画をとりまとめたものとします。 

２．構成案 

３．「（１）リニア駅・駅前空間の考え方」について 

本デザインノートの根幹となるものであり、「これまでの整備コンセプト」と、「テーマ」、「設計にお

いて大切にすべきこと」で構成しています。 

検討にあたっては、リニア駅周辺整備基本構想（平成 27 年 6 月）に基づいて策定した「リニア駅

周辺整備基本計画（平成 29 年 6 月）」を踏まえています。また、市民ワークショップでの議論の成果

を盛り込んでいます。 

■（仮称）リニア駅前空間デザインノート検討の流れ【イメージ】

市民ワークショップ 

（１）リニア駅・駅前空間の考え方 

⇒地域やエリアの特徴や魅力も含め、テーマや設計の方針を記載【次頁参照】 

（２）駅前全体の空間デザイン 

⇒テーマや設計の方針を実現するために大切にすべきことを、駅前空間の全体イメージととも

に記載（今後、内容を検討） 

（３）設計において大切にすべきことと空間・活動イメージ 

⇒（2）で提示した、テーマや設計の方針を実現するために大切にすべき 5 つについて、それ

ぞれの空間イメージや活動イメージを記載（今後、内容を検討） 

（４）全体にかかる統一事項 

⇒舗装などの素材や色彩、植栽など、駅前全体で統一する要素についての考え方を記載（今後、

内容を検討） 

（５）魅力発信コンテンツのビジョン 

⇒駅前空間で発信するコンテンツ（サービス、体験など）の内容、対象者などの考え方を記載

（今後、内容を検討）

リニア駅周辺整備基本構想（平成 27 年 6 月） 

リニア駅周辺整備基本計画（平成 29 年 6 月） 

【リニア駅周辺整備区域の整備コンセプト】

①機能的でコンパクトな駅空間 

高度なトランジットハブの形成によりスムー

ズな乗換えを実現する

②信州･伊那谷らしさを感じられる駅空間 

来訪者へのおもてなしを実現する

③自然との調和を目指した駅空間 

豊かな自然環境に配慮し環境モデル都市

飯田を実現する

④地域と一体化した駅空間 

地域の一体化を実現する 

リニア駅周辺整備デザイン会議 （仮称）リニア駅前空間デザインノート 

デザインノートについて  

議論テーマ： 

リニア駅周辺整備のコンセプト」＋整備にあたって大切にしたいこと 

議論テーマ： 

リニア駅周辺の使い方・過ごし方＋コンセプト実現に向け大切にすべきこと 

第 2回ワークショップ（2018 年 5 月 16 日） 

第 1回ワークショップ（2018 年 2 月 21 日） 

議論テーマ： 

修正したリニア駅周辺空間の基本デザイン案の良いところ・心配なところ 

第 3回ワークショップ（2018 年 7 月 12 日） 

議論テーマ： 

ワークショップで作成した設計で大切にすべきことが、基本デザイン案に反

映されているか 

第 4回ワークショップ（2018 年 9 月 25 日） 

ワークショップとしてのリニア駅前周辺空間の基本デザイン案のとりまとめ 

議論テーマ：デザインノートについて（予定） 

第5回ワークショップ（2018年12月開催予定） 
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